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１． まえがき 

近年，機械学習の応用分野として自動読唇の研究が行われ

ている．この研究はあらゆる言語でなされている．しかし，

日本語は母音の数が少なく，大まかな口の形から発話内容を

推測することが難しい．そのため，自動読唇の研究は発展途

上にある．本研究では，英語の文章レベルでの自動読唇にお

いて注目されている LipNet を用いた日本語話者の自動読唇

の手法について検討する． 

2 ．日本語読唇の従来手法 

日本語の自動読唇手法には，Active Appearance Model 

(AAM)を用いた手法がある．AAMによって唇領域の特徴点を抽

出し，AAM によって得られる情報から，発話した音素を予測

する．AAMによる音素予測結果は，母音の正解精度は 67.81%，

子音の正解精度は 11.85%である[1]．また，Convolutional 

Nueral Network (CNN)を用いたマルチモーダル音声認識の手

法では，画像特徴量のみを用いた認識精度は 50.9%である[2]．

しかし，どちらの手法も検出精度が低く，画像のみからの完

全な発話内容認識には至っていない. 

3 ．LipNet 

 我々は，LipNet を日本語のデータセットに適用し，日本語の自

動読唇を行うことを試みる． 

LipNet は、英語話者の自動読唇システムであり，英語発話に

対する検出精度は 93.4%である．図 1に LipNetの構成を示す．T

フレームのシーケンスを入力し，時空間の畳み込みニューラルネ

ットワークである Spatiotemporal Convolutional Neural Networks 

(STCNN)の三つのレイヤで処理される[3]．これによって抽出され

た特徴は，Recurrent Neural Network (RNN)の一種である Gated 

Recurrent Unit (GRU)によって双方向に処理される．GRU 出力の

タイムステップには線形変換が適用され，Softtmax が適用される．

このモデルは，Connectionist Temporal Classification （CTC）で

訓練されている．  

 

図1 LipNet architecture [3] 

4 ．実験 

 LipNet で日本語のデータセットを学習させ，日本語話者

に適用する．本実験では，表 1 に示す 20 の単語から 5 つず

つ組み合わせた文の発話シーン 360 を学習させ，未知データ

36 を評価した．今回は，エポック数 105 回で学習を終了した． 

この時の単語の認識率は 36.0%であった．この原因として，

学習データが不十分であることが考えられる．また，日本人

は発話時に口を大きく開かないため，口の形の変化があまり

表れなかったことが考えられる． 

 

表 1 学習に使用した単語 

 

 

 

 

 

 

 

4 ．むすび 

本稿では，LipNet の日本語への適用を行った．今回の実験

では，学習データが不十分であり，従来法を凌ぐ結果は得ら

れなかった．今後の検討事項として，口周辺の動きや表情の

学習への導入などが考えられる．  
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